偏正書と 

アフターサービス 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの際お受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のラえ、大切に保存してください。 

アフターサービス 

調テび悪いときはまずチェックを 

この説明書ををラー度ご覧になってお調べく 
ださい。 

それでち具合の悪いときは 

お買い上げ店または添付の 「ソニーご 相談窓 
口の ご 案内」にあるお近くの ソニーサービス 
窓□にご相談ください。 

な証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
きます。くわしくはイ呆証書をご覧ください。 

な証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要 
望により有料修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社ではへッドホンの補修用性能部品（製品 
の機能を維持するために必要な部品）を、製 
造打ち切り後6年間保有しています。この部品 
保有期間を修理可能の期間とさせていたださ 
まず。保有期間び経過したあとを、故障箇所 
によっては修理可能の場合びありますので、 
お買い上げ店またはサービス窓口にご相談く 
ださい。 


主な仕様 

-般仕様 

形式 密閉ダイナ S ック型 

ドライバー 直径 9 mm 

最大入力 日 OmW 

インピーダンス20 n (ON 時、 1 KHZ にて） 

8 〇 (OFF 時、1 KHz にて） 

音圧感度 102 dB/mW ( ON 時） 

9如 B/mW ( OFF 時） 

再生周波数帯域 10〜22,000 Hz 
雑音抑圧周波数帯域 

加〜け日日 Hz 

雑音が P 圧量 10服政上 （300 Hz にて） 

電源 DC 1.5 V (単 4 形乾電池 X1 ) 

質量 約 47 g (単4形乾電池を含む） 

付属品 

ソニー乾電池 C 1) 

イヤーピース巧、 M 、 L 各 2) 

ホルダー （1) 

キヤ U ング ポーチ （1) 

航空機巧プラグアダプター* (1) 

取扱説明書 （1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

保証書 （1) 

* 機内の音楽サービスによっては、対応びでさない場合び 
あ0ます。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予ちなく変更するこ 
とびありますび、ご了承<ださい。 

ごま意 

CE マークは主に EEA (European 
Economic Area ) 各国など、法律に定めら 
れた国においてのみ有効です。 


ま全のために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されていま 
す。しかし、電気製品はすべて、まちびった使いか 
たをすると、火災や感電などにより人身事故になる 
ことびあり危険です。事故を防ぐために次のことを 
必ずお守りください。 

• 接続先の取扱説明書ち必ずお読み<ださい。 

• 安全のために注意事項を守る。 

• 故障したら使わない。 

• 万一異常び起きた5、お買い上げ店またはソニー 
サービス窓□に修理を依頼する。 

警告表示の意味 

取扱説明書及び製品では、次のよラな表示をして 
います。表示の内容をよく理解してか5本でをお 
読みください。 

A ' ちか/ しの表术の注忌事項を守!3ない 
言 と、乂災や人身事故の原因とな0 
ます。 

I A : 壬"^ この表示のミ主意事項を守らないと、 
|/ へ)王后、 I けびをしたり周辺の家財に損書を 
与えたりすることびあります。 
行為を禁止する記号 

0 

禁止 

A 飽化 I 下記のま意を守 S ない 

と、事撕こょり大け 
方 t の原因となります。 

運拓中はほ用しない 

自動車やバイク、自転車などの運転中はへッドホン 
は絶巧に使わないでください。交通事故の原因とな 
ります。 

また、このへッドホンは周囲の音を遮断するタイプ 
ですので、警告音などを聞こえにく <なります。運 

転中 1 U 外でも、踏切や就のホーム、車の通る道、エ 
事現場など、周囲の音が聞こえないとを険な場所で 
は使わないでください。 



爪注さ I Ti 己のま意を巧 S ないと、 
I ，方 S をしたり周辺の家 
財に損害をちえたりす 
ることびあ日ます。 


大音量で長時間つヴけて聞ますぎない 

ちを刺激するよラな大きな音量で長時間つづけて聞 


くと、聴力に悪い影響を与えることびあります。 



はじめか6ボリュームを上げすぎない 

突然大さな音が出てちをいためることびあります。 
ボリュームは徐々に上げましょう。とくに、 MD 、 
CD や DAT など、雑音のかないデジタル機器を聞く 
とさにはごを意ください。 


湿気やほこ D 、 油®、湯気のるい場所や 
直射曰巧のあたる場所には置かない 

故障の原因となります。 

0 

禁止 


落とした0ぶつけたりしない 

故障の原因とな D ます。 

0 

禁止 

肌に合わないと感じたとさは、使わない 
医師またはソニーご相談窓□へご相談ください。 

0 

禁止 


電池についての 
まを上のごを意 

源：1 れ•破裂•鶏•穀•議こ 

よる大けが!や失明を避けるため、下記 
のま意事項を必ずお守り < ださい。 



A 警告 

• ルさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児の 
手の届くところに置かない。万び一飲み込んだ場 
合は、窒息や胃などへの障害の原因になるので、 
直ちに医師に相談する。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の車 
中など、高温の場所で使用-保管-放置しない。 

•コイン、キー、ネックレスなどの責金属類と一緒 
に携帯-保管しない。ショートさせない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり傷つけたり 
しなし、。 

• 指定された種類！;の電池は使用しなし、。 

• 液漏れした電池は使わない。 

アルカリ電池の液び漏れたときは 
素手で液をさわ S ない 

• アルカ U 電池の液が目に入ったり、身体やお 
服につくと、失明やけび、皮膚の炎症の原因 
となることがあ0ます。そのとをに異常びな 
<てち、液の化学変化によ0、時間びたって 
から症状び現れることびあります。 

必ず次の処理をずる 

• 液げ目に入ったときは、目をこすらず、すぐ 
に水道水などのされいな水で充分洗い、ただ 
ちに医師の治療を受けてください。 

• 液び身体や衣服についたときは、すぐにきれ 
いな水で充分洗い流してください。皮膚の炎 
症やけびの症状びあるとをは、医師に相談し 
て < ださい。 

IA 注意 I 

• 使いきった電池は取りはずす。長時間使巧しない 
とをも取りはずす。 


♦ http://www.sony.co.jp/SonyDrive/ 

お客様ご相談センター 

♦ナビダイヤル . SS 0570-00-331 1 

(全国どこからでわ巿巧通話料でご利用いただけます） 

•携帯電話 -PHS でのご利用は03-已 448-33 11 

(ナビダイヤルびご利巧でさない場合はこち6をご利巧 < ださい） 

• FAX . 0466 -31-2 曰9曰 

受付時間：月〜金日:日□〜2日:日0 ± .曰-祝日9:日日〜17:日日 
お電話は自動音声庶答にてお受けしています。 

ソニー株式会社 干 141-0001 東京都品 II 固ヒ品川 6-7-3 己 


SON Ye 2-679-225-01(1) 

ノイズキャンセリンク 

A ツ ドホン 


取扱説明書 

お買い上げいただきありびとラございます。 


A 警告 


電気製品は安全のための注意事項を守らな 
いと、火災や人身事故になることびありま 
す。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と 
製品の取り扱いかたを示しています。 この取扱説明書をよ 
くお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。お読みに 
なったあとは、いつでち見られるところに必ず保管してく 
ださい。 


MDR - NC11A 

◎ 2006 Sony Corporation Printed in Malaysia 


まな特長 

本機は、外部の環境ノイズ（柔り物内の騒音 
や室内の空調音など）と逆相の音を出し、環 
境ノイズを低減させ、ルさい音量でもより明 
瞭に音楽を聞くことびでさるノイズキャンセ 
U ング機能を搭載したヘッドホンです。この 
機能により、電車内などでも、音量を上げす 
ざずに音楽を楽しめます。 

• ちにぴったり装着するインナーイヤータイ 
プで、が部からの雑音を遮断します。 
やわらかく耳にフイットするシ U コンゴム 
製イヤーピースは S 、 M 、 L と3サイズ付属 
しているので、耳に合わせて逞ベます。 
•電源を切って、通常のヘッドホンとしてを 
使用できます。 












^ 準備 


► 使いかた 


S 電池を入れる 

1 電池ケース裏側にある電池ぶたを開 
ける。 



2 付属の単4形乾電池を入れる。 



3 電池ぶたを閉じる。 



乾電池の持続時間 


乾電池の交換時期 

乾電ミ也び消耗してくると、電池ケースの 
POWER ランプび日旨くなってきます。また、 
ノイズキャンセ U ング効果びなくなります。 
その場合、乾電ミ也を新しいをのと交換してく 
ださい。 


イヤーピースを選ぶ 

お買い上げ時には、 M サイズび装着されてい 
ます。サイズび耳に合わないと感じたとき 
は、付属の L サイズや S サイズに交換してく 
ださい。 



音楽を聞< 

1 聞きたい AV 機器を接続する。 



2 へッドホンをつける。 


3 POWER スイッチを 「 ONJ にする。 

POWER ランプび点打します。環境ノイブびほ 
減され、 「 OFF 」 のときよりもかさい音量で、 

よ D 明瞭に音楽を聞くことびできます。 



4 接続した AV 機器を再生する。 

5 音量を調節する。 

VOL つまみを回します。 

( VOLUME を絞っても、音び完全に消えること 
はあ0ません） 



® の印のついた方をちちに、©の印のついた 
ちを左耳に付けてください。 

イヤーピースと耳の巧げ密閉するよラに、差 
し込んで < ださし、。 

ご注意 

ヘッドホンび正しく装着されていないと、ノイズ 
キャンセ U ング効果び得られませんのでイヤーピー 
スをおさまりの良い位置に調整したり、耳の奥まで 
押し込むなど、ぴったりと耳に装着させるよラにし 
て < ださい。 


航空機内で使用ずるとさのご注意 

.付属のプラグアダプターは、デュアルジャックま 
たはステレオミニジャックに接続することびでを 
ます。 



デュアルジャック ステレオミニジャック 


乾電池の種類 

持続時間* 1 

ソニーアルカリ乾電池 

約40時間が 

ソニー乾電池 

約20時間が 

*11 kHz 、 1 mW +1 mW 入力時 


が周囲の温度や使巧状態により、 

上記の持続時間と異な 

る場をびあります。 




•航空機内で電子機器の使用び禁止されている場合 
や、機内の音楽サービスを個人のへッドホンで利 
巧することび禁止されている場をは、本機を使巧 
しないで < ださい。 

万一異常や不具合が起さたときは、お買い上 
げ店またはソこーサービス窓口にお問い合ね 
せください。 


お使いになったあとは 

POWER スイッチを rOFF 」 にしておいてく 
ださい。 

ごミ主意 

•ノイズキャンセリング機能はまに低い周波数帯域 
のノイズを打ち消すをので、高い周波数帯域のノ 
イズに対しては効果はありません。また、すべて 
の音び打ち消されるわけではあ0ません。 

•へッドホンのマイク部を手などで覆わないでく 
ださい。ノイズキャンセ U ング効果びなくなる 
ことげあります。 



•ヘッドホンの付けかたによっては、ノイズキャ 
ンセリング効果び減少することびあります。 

• POWER スイッチを rOFF 」 にしたままでも音楽 
を聞<ことびでさます。このとさ、ノイズキャ 
ンセ U ング機能は働をません。 

• POWER スイッチを 「 ON 」 にすると、ヴーとい 
ラ音びしますび、ノイズキャンセリング機能の 
動作音で、故障ではありません。 

•静かな場所や、ノイズの種類によっては、ノイ 
ズキャンセ U ング効果び感じられない、または 
ノイズが大さくなると感じる場含があ0ます。 
その場合は、 POWER スイッチを rOFF 」 にして 
<ださい。 

•携帯電話の影響により、ノイズび入ることびあ 
ります。この場合は、携帯電話か5本機を離し 
てお使いください。 

* ウオークマンはソニー（株）の登録商標です。 

リモコン付さのウオークマン*に接続す 


U モコンのヘッドホンジャックがマイク□プラグ 
対応の場合 

別売0のプラグアダプター PC - MP 1 S (ステレオ 
S ニジャック-►マイク□プラグ、長さ 10 cm ) をお 
使いください。 



PC - MP 1 S (別売り） 

持ち運ぶときは 

付属のホルダーにへツドホンを取り付けると、 
左ちのへツドホンがまとまって便利です。 
付属のキヤ U ングポーチには中仕切りがありま 
すので、へッドホンと電池ケースを別々のス 
ペースに収納でさます。 



ホルダーは、ヘッドホンを使用中など、ヘッド 
ホンコードに取り付けておくことがでをます。 


るとをは 

へッドホンがリモコンから取り外しでをる夕 
イプの場合、本機をリモコンに接続すること 
がでさます。 

リモコンのヘッドホンジャックがステレオミニプ 
ラグが応の場合 

そのまま接続します。 



クリップの使いかた 


クリップ 


電池ケースはク U ップで胸ポケットなどに挟 
むことびでさます。 


► その他 _ 

取巧上のごを意 

•落としたりぶつけたりなどの強い 
ショックを与えないでください。 

• ユニット部はていねいに扱ってください。 

•湿気やほこり、ミ由煙、湯気のをい場所や直 
射曰光のあたる場所には置かないで<ださ 
し、。故障の原因となります。 

• 常に良い音でお聞さいただくために、プラ 
グを時々柔らかい巧でからぶをし、清潔に 
保ってください。 

• ちれは、乾いた柔らかい巧でふさ取ってく 
ださい。その際、ユニット部に息を吹をか 
けることはしないでください。特に、プラ 
グ部分を巧れたままにしておくと、音質び 
悪くなったり、音びとざれたりすることび 
あります。 



• イヤーピースのお手入れは、イヤーセット 
からイヤーピースをはずし、ラすめた中性 
洗剤で手洗いしてください。洗ミき後は、水 
気をよくふいてからご使用ください。 

• イヤーピースは消耗品です。曰常の使用や 
長期の保存により劣化しますので、破損し 
たら交換してください。 

• 本機を使用中に気分び悪くなった場合は、 
すぐに本機の使用を中止してください。 


故障とお考えになる前に 

音が出ない。 

—►へッドホンと AV 機器との接続を確認する。 
—►へッドホンにつないだ AV 機器の電源び入つ 
ているか確認する。 

—► つないだ機器の音量を上げる。 

—►新しい乾電池と交換する。 

音がひずむ。 

—► 接続した AV 機器の音量を下げる。 

—► 新しい乾電池と交換する。 












